セルフモニタリングについて
【定義】

セルフモニタリング＝ホームエキササイズ＝ご家庭での自主運動
【運動習慣の定着が本義】

特定高齢者の運動器の機能向上は一見すると筋力の向上のみに目を奪われがちですが、実際は、プログラム参加を通していかに運動習慣を定着させ、ご家庭に戻ってから運動習慣を維持するかが大きな目的となります。なお、行動科学の観点から申し上げますと行動の定着（この場合は運動習慣）は6ヶ月が必要であることが学術的に立証されています。
【修了・中断・継続の判断】

先述したことは、プログラム修了後「修了・中断・継続」の判断時に大変重要であり、単に筋力の向上ではなく運動習慣が定着したか否かについて適切に判断する必要があります。
【修了後のモニタリングの意義】

修了後もご家庭での運動をモニタリングすることが重要となります。できれば3ヶ月、または半年ごとに体力測定を開催し、モニタリングを行うことにより逆戻り防止対策につながるものと確信いたしております。
これを怠ることにより、再び特定高齢者決定されたり、運動習慣が身につかない場合、加齢による退行変性も加勢し、一気に要支援者、要介護者となる可能性も予測され、「水際で食い止める」という事業の根幹に関わる問題となります。

以上のような観点から、今後、地域をあげての体力測定会等の開催を推奨いたします。
